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令和８年度
広報・プロモーション事業の概要について
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シティプロモーション推進室

説明資料



ライフスタイル訴求、Instagram、FB、
街なかプロモ

職員４名
会計年度２名

体制

室長
広報・プロモーショ

ン戦略課長

広報担当課長

担当課長
（オウンドメディア）

担当課長
（プロモーション）

担当係長
（広報誌）

担当係長

担当係長
（インターナル）

担当係長
（WEB）

担当係長
（フィルムコミッション）

担当係長
（テレビ・ラジオ）

担当係長
（庶務・経理・調査）

職員２名

職員２名

職員１名
会計年度３名

職員４名

職員３名
会計年度１名

職員２名
会計年度２名

職員２名

担当係長
（プロモーション）

庶務経理、市会、審議会、
都市ブランド調査

広報よこはま、災害時広報

テレビ、ラジオ、タッチポイント管理
市長ﾌｫﾄﾀﾞｲﾔﾘｰ、多言語広報

企業・メディア連携、フリーパブリシティ、
フィルムコミッション

重点・区局支援統括、研修、庁内報、
YCANページ、ロゴ、プロモーションツール

WEBサイト、UI/UX改善、

SNS（X,LINE、YouTube、スマニュー）

移住サイト、ペイドパブ、
デジタルプロモーション支援

横浜コネクト

担当係長
（プロモーション）※区局支援は全職員が分担して対応
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⑴ 市政情報の効果的な発信（⑧724百万円 ⑦718百万円）

ア 「広報よこはま」や市ウェブサイト・ソーシャルメディア、市広報テレビ・ラジオ番組等の
メディアを相互に連携させることで、子育て施策をはじめとした市政情報や防災情報など、市民
ニーズの高い情報を分かりやすく市民の皆様に発信します。

イ 現行インターネットＣＭＳ導入から10年が経過する令和10年度に向けて、市ウェブサイトの再
構築の検討に着手します。

令和８年度 広報・プロモーション事業 （⑧953百万円 ⑦945百万円）

横浜市広報テレビ・ラジオ番組横浜市ウェブサイト広報よこはま

©ｔｖｋ「ハマナビ」より
2025/10/25 OA
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⑵ 居住促進プロモーション（⑧181百万円 ⑦181百万円）

テレビやウェブメディア等を活用し、本市の様々な施策や暮らしの魅力を、ターゲットに合わせ
て発信します。

また、市民の皆様が実感する横浜の魅力やライフスタイルを動画やインタビュー記事等にまとめ、
横浜移住サイトやソーシャルメディアで発信するとともに、民間企業と連携し、横浜の魅力向上に
つながるプロモーションを戦略的に展開し、市内外からの居住意欲の向上につなげます。

令和８年度 広報・プロモーション事業

横浜移住サイト
市民スナップモデルが参加する

ライフスタイル発信事業

街なか魅力発信事業



令和８年度 広報・プロモーション事業
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⑶ 効果検証・人材育成（⑧47百万円 ⑦46百万円）

ア 調査等により分析検証を行うことで、より質の
高い広報・プロモーションを目指します。

イ 組織的な広報・プロモーション力向上を目的に、
庁内研修を開催します。また、各部署が情報発信
する際の企画立案、制作物デザインに対して、
専門的な視点で伴走支援を実施します。

庁内研修（デザイン基礎研修）（令和７年５月）

市民向け広報や愛着醸成を促すプロモーションと
市外向けの魅力発信を両輪で展開して、好循環を
生み出し、横浜のブランド力とシビックプライド
の向上を図ります。

＜戦略的シティプロモーションによる意識・行動変容＞
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⑷ 「GREEN×EXPO 2027」開催を契機としたメディアプロモーション【新規】（⑧15百万円 [再掲]）

「GREEN×EXPO 2027」開催を、国内外から横浜への注目度が高まる機会と捉え、開催会場だけで
はなく、都心臨海部をはじめとした市全体の様々な魅力をメディアを活用して発信し、都市ブラン
ドの更なる向上につなげます。

令和８年度 広報・プロモーション事業

都市ブランドの向上につながる様々な魅力



５ シティプロモーションの目指す先

すべての活動は、

「訪れたい」「住みたい」「住み続けたい」「働きたい」

とできるだけ多くの方に思っていただくため。

日本中から、そして世界から、

「選ばれる都市•横浜」
を目指します！



報告：
Ｒ７審議会でいただいたご意見について

横浜市政策経営・国際戦略局

広報・プロモーション戦略課

令和８年７月13日
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令和８年４月に、機械翻訳サービスを変更し、対応言語を
従来の10言語から131言語に大幅に強化した。

【対応言語】
• やさしい日本語
• 英語
• 中国語（簡体字）
• 中国語（繁体字）
• ハングル
• スペイン語
• ポルトガル語

• ベトナム語
• タイ語
• ネパール語
• インドネシア語
• フィリピン語
• ウクライナ語

など131言語

第1回
デジタルメディアを活用した広報事業について

いただいたご意見：
「ウェブサイトをスマートフォンで母国語に変換されたものを読みたい」
という在住外国人のニーズがある。
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横浜市公式Instagram
のリール動画にて、
障害のあるお子さんと
保護者に登場いただき、
地域の支援施設など
サポート体制の魅力を
語っていただいた。

横浜市の福祉サービス
のサポート体制を多くの
人に知っていただくこと
ができた。

居住促進事業のキャッチコピー「Life＋ ＝YOKOHAMA」の
について、意見を募集し、思い思いの横浜を記入いただいた。

市民の実感を発信することで、より説得力のある愛着醸成を
進めることができた。

第２回
市民発信を活用した愛着醸成について
いただいたご意見：
キャッチコピーを開放し、
アイデアを募集してはどうか。

いただいたご意見：
福祉面の手厚さをPRしてはどうか。



議題(１)：
在住外国人に向けた広報について

議題資料



外国人人口は143,233人で総人口の約3.8％

14

令和８年５月末現在、住民基本台帳に記載のある外国人の数は143,233人
で総人口の約3.8％を占めています。

横浜市の外国人人口について
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過去10年間の外国人人口の推移（平成28年～令和７年）

総人口、総人口に占める割合ともに過去最大
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国籍・地域別
169か国の外国人が在住。国籍別で最も多いのは中国（35.2％）



外国人人口が最も多いのは中区。

17

行政区別



生活の満足度は７割を超える

18

令和６年度 横浜市外国人意識調査
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令和６年度 横浜市外国人意識調査
横浜での生活で困っていることや心配していること
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令和７年度「横浜市の国際事業等に関する市民意識調査」

今後、さらに力を入れるべきと思う取組
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「生活ルール・制度・手続きなどの情報」が

広く求められている

調査結果より・・・

【外国人意識調査】

社会制度や行政手続きの情報ニーズも高

【市民意識調査】

地域ルールや生活情報の周知について、さらに力を入れるべき

との回答が最多

日本人も外国人も安心して共に暮らしていくために、、、



■発行日 ：毎月１日

■発行部数 ：約160万部／月

■体 裁 ：タブロイド版（市・区版を一体印刷）

■ポイント ：

・市版と区版で連携し、重要施策・事業等を発信

・自治会等による各戸配布、区役所、駅PRボックス等への配架

・点字版、録音版を作成

22

広報よこはま
市の施策、事業等を市民へ周知するための最も基礎的な広報媒体



外国人向け広報

23

広報よこはま

②やさしい日本語版①カタログポケット

スマートフォン
等で閲覧可能。
日本語のほか、
９言語に対応
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インターネット広報＜市ウェブサイト＞

■総アクセス数
年間約２億件（ページビュー）

市トップページを軸に、市の重要施策、生活・イベント情報を発信

■令和６年３月にスマートフォンでの閲覧しやすさの向上を目指して、
モバイルファーストなデザインにリニューアル
→令和７年全国広報コンクールで総務大臣賞・読売新聞社賞を受賞

■令和10年度末完了目標で、令和８年度から再構築の検討に着手



25

横浜市「多言語ページ」（令和元年度～）
（「やさしい日本語」を含む４言語）

市役所サイト内では、外国人市民向けに、戸籍、
保険・年金、子育て、税金などの生活に関する情
報を、多言語で提供（約80ページ）
Language 横浜市

インターネット広報＜市ウェブサイト＞

外国人向け広報

R元年度 R2年度 R3年度
382,992 413,322 512,687

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度
554,485 613,717 904,665 593,278 【年間アクセス数】（件）

▲市役所ウエブサイト多言語ページ

https://www.city.yokohama.lg.jp/lang/
https://www.city.yokohama.lg.jp/lang/
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インターネット広報＜市ウェブサイト＞

■ウェブサイト全ページで多言語対応
令和８年４月に、機械翻訳サービスを変更し、対応言語を
従来の10言語から131言語に追加。

【対応言語】
• やさしい日本語
• 英語
• 中国語（簡体字）
• 中国語（繁体字）
• ハングル
• スペイン語
• ポルトガル語

• ベトナム語
• タイ語
• ネパール語
• インドネシア語
• フィリピン語
• ウクライナ語

など131言語

外国人向け広報
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インターネット広報＜市ウェブサイト＞

ウェブサイト
全ページで多言語対応

令和８年４月に、機械
翻訳サービスを変更し、
対応言語を従来の10言語
から131言語に追加。

外国人向け広報

お持ちのスマホで
お読み取り下さい。
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インターネット広報＜市ウェブサイト＞

• メニューボタンをクリックし、言語を選択して閉じると自動的に翻訳
• 一度翻訳機能を使うと、ページ遷移後も翻訳機能が維持
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インターネット広報＜ソーシャルメディア＞

各媒体を通じて、市からのお知らせやイベントなどの情報を発信

LINE X

SmartNews

友だち登録者 約92.9万

発信回数 3,869回／年

※区や防犯・防災の自動発信も含む

フォロワー 約16.2万

発信回数 512回／年

YouTube
チャンネル登録 約4.9万

公開本数 990本

チャンネル登録 約12万

発信回数 98回／年

※登録者数は令和８年３月31日時点、発信回数は令和７年度の実績
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■Xによる情報発信

• Xの機能で機械翻訳が可能
• 画像のみの情報提供とならな

いよう、可能な限りテキスト
本文に必要な情報を整理・記
載

⇒外国語でも理解しやすい
発信を実施

外国人向け広報

インターネット広報＜ソーシャルメディア>
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ラジオ

インターFM897（外国語放送 /89.7MHz）
「Public Service Announcement」

日替わりで外国語５言語による放送
月～金曜日 １２：55～12：58
（中国語、ハングル、英語、スペイン語、ポルトガル語）
※放送内容はテキストで放送局ウエブページに

アーカイブ

▲インターFM897

外国人向け広報
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ご意見を伺いたいこと

在住外国人の方々にとって、
必要な情報が円滑に得られる環境を整えることで、

横浜市に暮らす皆さんが、
より暮らしやすくなるよう、

自治体広報として
どのような工夫やアイデアが考えられるか、

委員の皆様からぜひご意見をお聞かせください。



令和８年度
広聴相談課事業概要について

横浜市市民局広聴相談課
令和８年7月13日

説明資料



広聴相談課の事業 ～全体像～

34

個別広聴
• 市民からの提案
• 市長陳情・区長陳情
• 市政ダイレクト広聴

調査広聴
• ヨコハマｅアンケート
• パブリックコメント
• 横浜10大ニュース
• 「デジタルプラットフォーム」
を活用した市民意見募集

市民相談
事業

横浜市
コールセンター

事業

広聴事業

集会広聴
• 市長と語ろう！



広聴相談課の事業（１）広聴事業

35

「市民からの提案」、「集会広聴」などの各種広聴事業を通じて、市民の皆様の声

を幅広く受け止め、市民サービスの向上や施策反映につなげます。

また、「デジタルプラットフォーム（オンライン上の意見募集プラットフォー

ム）」は引き続き18区での意見募集を実施し、広く市民の皆様の声を伺い、地域

ニーズ・課題を把握するために活用します。

市民からの提案（投稿用紙、封筒）
令和７年度に実施した集会広聴

（瀬谷区）
令和７年度に実施した

デジタルプラットフォームによる意見募集



広聴相談課の事業（２）市民相談事業

36

市政相談や専門相談員による法律相談、司法書士相談、

交通事故相談、公証相談及び宅地建物相談等を実施し

ます。

法律相談においては、対面、電話、オンラインを併用

し、市民の皆様の利便性向上を図ります。

また、市民の皆様を対象とした市民法律講座を開催し、

法律知識の普及に努めます。

相談ブース
令和７年度に実施した

横浜市市民法律講座チラシ
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市役所や区役所の各種手続、窓口案内、

市の施設、イベント情報、市営交通等の

問合せに、８時から21時まで年中無休で

対応するとともに、市庁舎及び区役所代

表電話の交換業務を行います。

併せて、デジタル技術を活用した市政案

内チャットボットを運用し、市民サービ

スの向上を図ります。 令和６年度に実施した
横浜市コールセンター視察の様子

広聴相談課の事業（３）横浜市コールセンター事業
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令和８年３月、市ウェブページに手話リンクを導入（政令市初）

インターネット上の画面から通訳オペレーターを介し、市役所や区役所に手話で

問合せができるようになりました。

問合せの流れ市役所、区役所トップページより

新たな取組例（横浜市コールセンター事業）

←ボタンを押す



広聴相談課が目指すもの

39

さまざまな

市民ニーズの把握、
事業所管局への共有

あらゆる機会を捉えた
市民意見の把握

市民からの提案、ヨコハマｅアンケート、
パブリックコメントなどを活用

デジタルプラットフォーム
市民・行政・企業等を結び付け、

地域ニーズ・課題の把握

集会広聴
市長が、地域で活動している団体等の
皆様からお話を伺い、市政運営に活用

予算反映 市民実感



報告：
令和7年度審議会でいただいた
ご意見について

横浜市市民局広聴相談課
令和８年7月13日



令和７年度第２回議題
より効果的な広聴事業について

41

【市民からの提案、市長陳情】

投稿者の希望に応じて投稿要旨と回答、対応状況をウェブサイトで
公表しています

【いただいたご意見】

市民の皆様の意見へのフィードバックや施策反映の見える化が必要

こちらから
公表ページ
に入れます

公表ページ



令和７年度第２回議題
より効果的な広聴事業について

42

青葉区の例

【デジタルプラットフォーム】

令和７年度に行った意見募集ページに、
寄せられた意見の反映状況を掲載しました

【いただいたご意見】

市民の皆様の意見へのフィードバックや
施策反映の見える化が必要



【いただいたご意見】

横浜市のトップページにおいて、
「市民への提案」ページへの入口
が分かりにくい

令和７年度第２回議題
より効果的な広聴事業について

43

横浜市トップページ

【トップページ】

最下部に加え、中央部分にボタンを設置し、
より分かりやすくご意見をお寄せいただけるよう、
改善を図りました



横浜市市民局広聴相談課
令和８年7月13日

議題(２)：
職員の広聴マインドの醸成について

議題資料



横浜市の計画と広聴の役割について

45

横浜市中期計画（2026-2029）
最上位目標に「市民の実感」を据え、市民目線を重視した市政運営を
実践することが示されている。

令和８年度市政運営の基本方針と予算案について
市民の声を聴く力を全庁的に高め、ニーズを把握し施策や予算に反映する
ことが、市政運営の前提として示されている

広聴における基本的な姿勢
• 市民の皆様に身近な区役所などの各担当部署がご意見・ご提案等を受け止め、

課題解決を図る
• いただいたご意見等は、所管部署が真摯に受け止め、施策や業務改善につな

げていく



広聴マインドとは

46

広聴マインドとは、市民の声を謙虚に受け止め、相手に寄
り添いながら対応を検討し、施策や事業の改善につなげる
考え方である（広聴マインド研修資料より）

• 相手の真意を的確に汲み取る

• 相手の立場に寄り添う

• 対応策を検討し相手に回答する

• 施策や事業の改善に役立てる
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① 月刊広聴情報

職員の広聴マインドを醸成する取組

最新の広聴情報を全職員共有情報として庁内ＬＡＮに掲載し、理解の促進
を図っている。

（掲載内容）

• 寄せられた声（主な提案・要望・意見）

• 職員に対するお礼

• 広聴データ（前月受付分） など



職員の広聴マインドを醸成する取組
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② 広聴研修

新採用職員及び全職員を対象に研修を実施し、市民の声を施策に生かす
意識の向上を図っている。

新採用職員向け広聴研修
（集合研修）

全職員向け広聴マインド研修
（ｅラーニング）

広聴マインドをはじめ、広聴についての

基本的な考え方や業務の流れを理解する

• 広聴の基本

• 広聴業務の流れ

• 市民応対の基礎

広聴マインドをもとに、施策への活用に

向けた考え方を理解する

• 広聴マインドの再確認

• 市民応対のポイント

• 施策への反映事例



令和8年度版 広聴マインド研修
配信スタートしました！

市民から寄せられる意見や提案を、どのような姿勢で受け止め、
日々の業務や施策につなげていくか――
本研修では、その基礎となる「広聴マインド」を改めて確認します。
過年度に受講した方にとっても、日常業務や市民対応を振り返る
機会となる内容です。

受講者の声
• 要望を的確に押さえて対応することで満足につながることもある
ので、事務的や消極的にならないよう気を付けようと思いました。

• 学校でも保護者や地域からの要望は、日々多数寄せられます。
改めて、自分の姿勢を振り返る良い研修時間になりました。

• 資料の市民対応時のポイントの会話事例及び改善方法が非常に参
考になりました。

NEW

～あらためて振り返ろう
「広聴マインド」の大切さ～

月刊広聴情報（令和８年５月号）より

庁内ＬＡＮにおいて、職員が随時確認可能
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③ 広聴情報データベース（※）の活用を庁内に周知

職員の広聴マインドを醸成する取組

各部署において、広聴データベースを活用して市民の声を整理・

分析し、施策や業務改善に活用することを促している。

（※）広聴データベース

市民の声や対応内容が蓄積されているデータベース。

市民ニーズを把握する基盤となっている。



課題と感じていること
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• 全職員に「広聴マインド研修」受講を呼びかけるも、受講者は１割程度

• 研修アンケートの意見

• 職位に応じた内容にしてほしい

• 実務での実践が難しい

• 施策に反映する方法が分かりにくい

改善案

• 研修において、職位ごとに期待される役割を掲載

• 月刊広聴情報に職員のインタビュー記事を掲載

（施策事業改善の好事例、エピソードなどを共有。波及効果を狙う）

→ 広聴マインドのさらなる醸成と工夫の余地がある



ご意見を伺いたいこと
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• 「広聴マインド」への関心を高める工夫

• 色々な立場の方に意見を聴く際、対応に気を付けるべき点

• 「広聴マインド」⇔「施策事業反映」のＰＤＣＡを循環さ

せる上での工夫や留意点
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